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写     真 

フィジー気象局（FMS）の外観 
 

本事業により供与された研修用機材 

第三国研修の様子 第三国研修の様子 
（FMS 講師による実習指導） 

長期専門家による第 1 回合同調整員会（JCC）
以降の進捗報告（第 2 回 JCC にて） 

 

第 2 回 JCC におけるミニッツ署名式 
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略語一覧表 

C/P カウンターパート 

FMS フィジー気象局 

JICA 国際協力機構 

JCC 合同調整委員会 

MoIT 社会基盤運輸省 

OECD-DAC 経済協力開発機構開発援助委員会 

OJT オンザジョブ研修 

PDM プロジェクト・デザイン・マトリックス 

PMC 太平洋気象協議会 

PO 活動計画表 

QMS 品質管理システム  

RSMC （熱帯低気圧プログラムに基づく）地域特別気象中枢 

WMO 世界気象機関 
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中間レビュー評価結果要約表 

1 案件の概要 

国名：フィジー 案件名：大洋州気象人材育成能力強化プロジェクト 

分野：防災 協力形態：技術協力 

所轄部署：地球環境部 防災第一チーム 協力金額：2 億円（JICA 予算ベース） 

協力期間：2014 年 12 月～2018 年 12 月 先方実施機関：フィジー気象局（FMS） 

1.1 協力の背景 

①大洋州の自然災害 

大洋州各国は自然災害が多く、特に、サイクロンによってもたらされる洪水・土砂災害の被害

は、社会・経済活動の拡大に伴い年々増大している。各国政府は、規模が小さく、国単位での防

災への取組が困難であるため、地域的な枠組を通じた取組が不可欠であり、気象については、世

界気象機関（WMO）により、FMS が南西太平洋地域の「熱帯低気圧プログラムに基づく地域特

別気象中枢（RSMC）」として指定されている。FMS は、南西太平洋地域のサイクロンの予報・警

報サービスの中枢としての責務を担うとともに、周辺島嶼国の気象予報を行っている。また、大

洋州地域の気象分野の人材育成においても中心的な役割を果たしている。  

 

②大洋州各国の気象観測予報能力にかかる現状・課題  

各国の気象観測予報能力は異なり、観測及び予報能力が可能な国と観測を十分に実施できない

国が混在しており、各国のレベルに応じた取組が必要である。  

・ フィジーは、観測・予報能力が適切なレベルに達しており、気象業務が未整備な国々への

予報の提供を行っている。 

・ バヌアツ、サモア及びソロモン等は予報を実施しているが、データの解析・処理方法が十

分ではなく、さらなる技術の改善が必要となっている。 

・ その他の国は、多くは観測や通信用機器の不足及び老朽化から、日常の観測も限定的であ

り、予報や気象解析に必要なデータの入手が十分でない状況にある。 

 

なお、定時の高層気象観測が一部の国でしか実施されておらず、地域一帯が高層気象観測デー

タの過疎地帯となっており、数値予報の精度向上の観点から、WMO でも問題視されている。 

 

③FMS の人材育成機能 

FMS では大洋州諸国を対象に第三国研修による人材育成を実施してきた。しかしながら、研修

対象国のニーズ・状況の把握、目標設定を含む人材育成の枠組の構築、事業評価に限界があり、

大洋州地域の特殊性（人材不足、隔絶性、地域間格差、インフラ整備状況）を踏まえたカリキュ

ラムの確立、適切な研修員の選定等の課題があること、講師の多くを他国に頼っていることから、

第三国研修を継続すると共に、専門家派遣を通じて各国ニーズの詳細把握、目標の明確化、カリ

キュラムの改善等を行い、FMS による人材育成の役割強化と大洋州地域全体の気象技術のレベル
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アップを図る本事業が要請された。 

 

JICA は詳細計画策定調査団を 2014 年 2 月に派遣し、要請内容の確認と協力内容の絞込みを

行った。2014 年 9 月 29 日署名の討議議事録に基づき、本事業は 2014 年 12 月に開始し 2018 年

12 月までの 4 年間実施される予定である。 

1.2 プロジェクトの概要 

1) プロジェクト目標 

FMS の大洋州各国に対する人材育成機能が向上する。 

2) 成果 

1. 南大洋州各国の人材育成ニーズを把握する能力が向上する 

2. 人材育成ツールが整備される（カリキュラム、テキストを含む）。 

3. FMS の観測・予報能力向上により、FMS 職員の講師としての指導能力が向上する。 

3) 投入 

(日本側) * 2016 年 10 月 31 日時点 

・計 6 名（延べ人数）の専門家の派遣（計 734 日） 

・計 8 名（延べ人数）の FMS 職員の本邦研修 

・研修用機材（視聴覚機材やプリンター等）や研修用測器の供与 

・現地活動費：約 940 万円（第三国研修参加者の旅費や総括の旅費、プリンターインク等の消

耗品費等） 

(フィジー側)* 2016 年 10 月 31 日時点 

・13 名の職員の配置 

・現地活動費 42,390 フィジードル（約 230 万円）1 

・事務所スペース（オフィス家具・インターネットアクセス）の提供 

2 評価団の構成 

中間レビュー評価団 1. 植木 雅浩：JICA 地球環境部 防災第一チーム 課長 

2. 赤津 邦夫：JICA 国際協力専門員（気象・防災） 

3. 後藤 伸也：JICA 地球環境部防災第一チーム 

4. 石飛 愛 ：適材適所 LLC 

5. Mr. Ravind Kumar  ：FMS 局長 

6. Mr. Viliame Verenivalu：FMS 水文部 主任科学官 

評価期間 2016 年 11 月 19 日 

～2016 年 12 月 10 日 

評価の種類：中間レビュー 

3 プロジェクトの実施 

3.1 成果の達成状況 

(成果 1) 

                                                        
1為替レート（2016 年 12 月 3 日時点）: 1 フィジードル = 54.13 円 
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計画された活動は全て中間レビュー評価時点までに終了した。ニーズ調査は予定どおり 9 カ

国で実施され、その結果に基づいて優先分野や各研修の優先国・研修形態が総括と FMS 側で議

論され、今後 2 年間の活動計画を決定した。調査結果や研修計画は 2017 年に太平洋各国と共

有される予定である。 
 

(成果 2) 

殆どのカリキュラムや研修ツール（教科書・教材）は整備済みか整備途中であるが、指導要

領に関しては今後作成する必要がある。これらの研修ツールは研修の実施とともに作成されて

いることから、活動 2.1（研修カリキュラムの整備）と活動 2.2（研修ツールの整備）を計画通

り 2016 年末までに終了することは難しい。したがって、活動計画表（PO）の修正と、研修ツ

ールの整備を含めた残りの活動を実施するための専門家の追加投入が必要である。 

第三国研修、現地研修、本邦研修は計画通り実施され、FMS の研修提供能力の向上に貢献し、

同時に南西太平洋各国の気象サービスの向上にも貢献した。また、研修の計画、実施と評価を

主体的に実施することで、FMS 職員は徐々に研修を実施する能力を向上させている。 
 

(成果 3) 

成果 3 の活動は順調に進捗した。FMS の気象サービスの各分野の能力は分析され、その結果

が研修計画に反映された。活動 3-2（FMS 職員へのオンザジョブ研修（OJT）の実施）につい

ては、成果 1・2 のほぼ全ての活動（ニーズ調査や第三国研修の実施等）において OJT が実施

されていることから、PO からは削除可能と考えられる。 

 

3.2 プロジェクト目標の達成見込み 

「3.1 成果の達成状況」で上述のとおり、一部の活動に遅れはあるものの、ほとんどの活動は

計画通り実施されている。中間レビュー評価時点での主な成果は以下のとおり。 

- FMS と南西太平洋諸国の気象サービスに関するニーズが分析され、分析結果に基づいて

研修計画が策定された。 

- FMS 職員は研修の内容を計画し、準備や関係者との調整を行い、研修を評価する一連の

過程を主体的に実施することで徐々に南西太平洋諸国に対して気象研修を実施できる能

力を向上させている。また研修受講者による研修への評価は高い。 

- 本事業では中間レビュー評価時点で計 74 名（延べ人数）に気象関連の研修を実施した。

したがって、残りの活動がすべて計画どおり実施され、提言が実行されれば、プロジェクト目

標の達成見込みは比較的高い。 

 

現行の PDM は事業開始前に設定された暫定版であり、詳細計画策定調査報告書に記載のとお

りニーズ調査の結果を受けて改定されることになっていた。中間レビュー評価団は PDM を見直

した結果、指標の選定・成果と活動の関係・上位目標の設定については以下の理由から再検討し

たほうが良いとの結論に至った。 

 より適切・定量的な指標を選定するため 
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 成果と活動の関係をより論理的整合性のとれたものにするため 

 ニーズ調査の結果に基づいて新しい活動を追加し、内容が曖昧な活動（3-2）を削除するた

め 

 「本事業の貢献により間接的に達成しうる長期的な開発効果（＝上位目標）」に関し、関係

者間で共通認識を持つため 

4 五項目評価による評価結果2 

4.1 妥当性 

本事業の妥当性は高い。 

 「災害軽減及び防災」を優先政策の一つに掲げるインフラ・運輸省（以下「インフラ省」）

の「年間計画 2016」では、成果目標に“気象・水文データのタイムリーな取得、クオリテ

ィ・コントロール、公表”や“水文気象に関する WMO 等の国際・地域機関へのフィジー

の責務の効果的、効率的な遂行”が含まれている。様々な研修の提供を通じて FMS の能力

を強化することで、本事業はこれらの目標達成に貢献することができる。 

 日本の「対フィジー共和国への事業展開計画」における優先プログラムの一つは防災プロ

グラムである。同プログラムでは気象予報官の能力強化を通じてサイクロン、地震、津波

のための早期警報システムのネットワークを支援することでフィジーや周辺国における自

然災害の被害を最小化することを目指している。本事業は気象予報官の能力強化を目指し

ており、同計画にも一致している。 

 FMS の使命は“地域的な天候、フィジーの気候、水文パターンを観察し理解し、コミュニ

ティの福祉や経済発展、環境的な持続性と国際的な責務を果たすために水文気象サービス

を提供すること”である。本事業は第三国研修や本邦研修を通じて FMS の気象サービス提

供能力の向上に貢献していることから、FMS の使命遂行にも貢献している。 

 日本の気象庁は世界の気象庁の中でも最も先進的な組織の一つである。加えて、日本はフ

ィジーや南太平洋各国においてこれまで防災分野、特に気象サービスの向上に貢献してき

た。したがって、本事業はこれまでのフィジーや南太平洋地域での長期にわたる支援に基

づいて日本が優位性を持つ先端技術を提供しており、適切であると考えられる。 

 

4.2 有効性 

本事業の有効性は幾つかの条件を満たせば、比較的高いと考えられる。 

 「3.3 プロジェクト目標の達成見込み」に記載のとおり、一部活動の遅れはあるものの、

総合的に判断して事業は順調に進捗している。したがって、残りの活動が事業期間内に予

定通り実施され、「6 提言」に記載の提言が実施されれば、プロジェクト目標は達成見込み

である。 

 中間レビュー評価時点での成果達成に貢献した要因は「施設や機材の供与、第三国研修の

実施等 1990 年代から続く FMS との長い協力関係」と「総括と FMS の 20 年来の関係に基

                                                        
2 評価五項目は、「高い」「比較的高い」「中程度」「比較的低い」「低い」の 5 段階で判断した。 
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づく信頼関係」である。 

 プロジェクト目標達成の主な阻害要因は、日本人専門家及び FMS 職員の不十分あるいは限

定的な投入である。 

 

4.3 効率性 

本事業の効率性は中程度と判断される。 

 合計 8 名（延べ人数）の専門家をフィジーに 4 回派遣し、FMS に対して技術協力を実施し

たものの、計画された活動を完了するには専門家の投入量は不十分であった。総括の任期

は 6 カ月延長されることとなったが、プロジェクト期間中に残りの活動をすべて完了する

にはそれでも不十分である可能性が高い。一方で、専門家により提供された支援の質は、

FMS 職員により高く評価されている。 

 本事業では、研修用機材（視聴覚機材やプリンター等）と研修用測器が供与され効果的な

研修の実施に活用された。供与機材の量や質について問題は見受けられない。しかしなが

ら、機材調達に 1.5 年要したために、効率的な研修の実施に影響した。 

 JICA と FMS は事業実施に必要な予算を執行しており、中間レビュー評価時点で大きな問

題は見られない。 

 本邦研修を通じて FMS は講師としての知識と経験を効果的に強化することが出来た。本邦

研修参加者の約半数が既に講師として研修を担当し、残り半数の参加者は 2017 年に予定さ

れている第三国研修の際に講師として研修を担当予定である。 

 FMS 職員は本事業の実施に際し概ね適切に配置されている。しかしながら、特にサイクロ

ンの時期には人員不足のために十分な数の講師を現地研修に派遣できないこともある。 

 

4.4 インパクト 

上位目標の達成見込みについては、中間レビュー評価時点での判断は難しい。また本事業によ

り正の効果が発現している。 

 現時点での上位目標（“FMS が自立的に太平洋州各国を対象とした効果的な人材育成事業

を継続する”）は本事業の“間接的な、長期間の開発効果”ではない。したがって、本事業

が長期的にどのような成果への貢献を目指すのかについて関係者間で議論し、共通認識を

持った上で上位目標を改定する必要がある。したがって中間レビュー評価時点では、上位

目標の達成見込みは判断が難しい。 

 中間レビュー評価時点までに本事業により発現した効果は以下のとおり。 

- キリバス・クリスマス島の航空気象サービスの向上を含む、南西太平洋各国の気象サ

ービスの向上 

- 第三国研修を通じて南西太平洋各国の測器を直接校正することで、これらの国々の地

上気象観測データの改善や同地域におけるトレーサビリティの発達に繋がった。 

- 第三国研修を通じて南西太平洋各国の気象局間のネットワークが構築され、サービス

提供に際し互いに助け合えるようになった。本事業において気象データの生産者（気
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象局）やユーザー（航空会社等）とのネットワークも強化された。 

 

4.5 持続性 

本事業の持続性は中程度である。 

 政策的・制度的観点からの持続性は高い。本事業の政策的環境は事業開始から変化はない

が、現在草案が提出されている「気象水文サービス法3」が発効すれば、空席が多く人的資

源に課題を抱える FMS は業務実施に必要なリソースを要求することが出来るようになり、

周辺国に対する研修の継続に対しても好影響が予想される。本事業開始以降、監督省庁が

再編成になったが変更による本事業への影響はない。 

 財政的、組織的な観点からの持続性は中程度。FMS の経費予算は過去 4 年間（2013-2017）

で微増しているが、第三国研修は多額の経費がかかるため、FMS が持続的に同研修を独自

財源のみで実施することは難しい。研修経費確保に関しては様々な選択肢が考えられるが、

どの選択肢を選ぶにせよ FMS が持続的に周辺国に研修を提供していくためには、他ドナー

や民間企業との連携が不可欠である。この点において、中間レビュー評価時点で他ドナー

や民間企業に本事業の成果が認められ、次のステップに繋がる成果が発現しつつある。予

算獲得の不確実性と、中間レビュー評価時点での成果から判断して、経済的な持続性は中

程度と判断した。 

 中間レビュー評価時点で研修ツールの作成が遅れているが、離職率の高い FMS にとっては

これらのツールは移転技術を持続的に確保する上で不可欠であることから、技術的な持続

性は中程度である。供与機材は既に FMS が使用経験のあるものばかりで、過去に供与した

機材もよく維持管理が行われていることから、機材の維持管理に問題はない。 

 

5 結論 

結論として、本事業はフィジー政府の方針、日本の支援政策及び FMS の使命とも一致している

ことから、妥当性は高い。事業終了時までに残りの活動がすべて実施され、提言が実施されれば、

有効性は比較的高い。本事業は現地活動費や本邦研修など一部の投入は所期の成果を達成するた

めに有効に活用されたものの、専門家の派遣や FMS 職員の配置は不十分または限定的であった。

以上から、本事業の効率性は中程度と判断される。本事業の上位目標は変更の必要があるため、

中間レビュー評価時点では上位目標の達成見込みを判断することは難しい。中間レビュー評価時

点までに本事業による幾つかの正の効果が発現している。持続性は経済的・組織的・技術的な観

点から課題があり、持続性は中程度である。 

 

6 提言 

インフラ省、FMS、JICA への提言 

(1) PDM と PO の修正 

                                                        
3 この草案は既に議会に提出されており、2017 年末までに承認されることが予想されている。 
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中間レビュー評価時点の PDM は暫定版であり、ニーズ調査の結果を経て改定されることに

なっていた為、中間レビュー評価団は PDM を見直し一部修正したほうがよいと思われる箇所

を特定した。したがって、PDM を適宜修正し、その変更に合わせて PO も修正することが望

ましい。修正した PDM と PO は合同調整委員会（JCC）で承認される必要がある。 

JICA と FMS への提言 

(2) FMS スタッフへの教授法の研修の実施 

本事業を通じて、FMS 職員は気象分野の研修を実施する為の技術的な能力を強化した。さ

らに本事業の効果発現を促進するために、JICA と FMS は、FMS 職員が教授法に関する研修

（Training of Trainers：TOT）を受けられるよう支援することが望ましい。 

JICA への提言 

(3) 専門家の投入量の増加 

本事業の後半期間では、2 名の短期専門家が毎年派遣される予定である。中間レビュー評価

時点で残っている活動（研修ツールの整備、研修の評価結果の分析と報告に加え、後半 2 年

間で新しく予定されている活動）の量から判断して、これらの活動すべてを期限内に完了し、

十分な技術移転を行うには現在予定されている投入量では不十分である可能性が高い。した

がって、JICA は専門家（研修管理や業務調整等）を追加投入することが望ましい。 

(4) 専門家との事務手続きに関する情報の事前共有 

品質管理（QMS）に関する研修では、国内パートナー（大学）を活用した研修実施の際に

必要な情報が十分に事前に共有されておらず、研修の効率的な実施の阻害要因となった。今

後 2 年間で計画されている研修を遅滞なく実施するためには、研修実施に必要な事務手続き

に関して日本人専門家に事前に情報を共有しておく必要がある。 

インフラ省への提言 

(5) FMS の人的資源の補充 

南西太平洋諸国の気象分野における能力強化は、フィジーが RSMC として正確で信頼でき

る気象情報を発信する上でも非常に重要である。過去 2 年間の研修によってこれらの国々の

能力は向上しつつあるものの、何年も空席が補充されていない FMS の人的資源の不足は、人

材育成事業を継続的に実施する上での深刻な課題となっている。実際このために、FMS は経

験のある職員を海外に講師として十分に派遣することが出来ない状況である。十分な人材の

確保は今後持続的に研修を実施する上で必要不可欠であることから、インフラ省は可能な限

り速やかに FMS の空席を埋める努力をすることが望ましい。 

(6) 必要に応じた、FMS と WMO との関係強化における支援 

本事業によって FMS が実施した研修は WMO によって非常に高く評価されており、2016

年 11 月の JICA と WMO の研修の共同実施に繋がった。気象分野における WMO の国際協力・

協調における決定的な役割を考慮した際、これらの事実は FMS にとっても今後研修を実施し

ていく上での強いインセンティブとなる。したがって、今後、特に本事業終了後の研修事業

実施のために、FMS と WMO の関係強化がさらに促進されることが望ましい。この点からイ

ンフラ省は、FMS と WMO 間の人材育成における協力関係の強化を支援することが重要であ
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る。 

FMS への提言 

(7) FMS を気象分野の人材育成における南西太平洋地域の拠点として国レベル・地域レベル・国

際レベルで幅広く紹介 

FMS が持続的に南西太平洋地域における気象分野の人材育成に貢献する為には、FMS が気

象分野の人材育成における南西太平洋地域の最大拠点として認識され、さらなる外部支援を

受け入れていくことが決定的に重要である。したがって、FMS は本事業の成果をありとあら

ゆる機会に紹介し、気象分野の人材育成における地域的な拠点としての認知度を高めること

が望ましい。 

 

7 教訓 

(1) プロジェクト実施体制の慎重な検討 

本事業では、総括は FMS への技術的な指導だけではなく、JICA が支援した全ての活動の会

計やロジ等も担っており、業務過多が事業の進捗の遅れにつながった。今後の JICA 直営の技

術協力プロジェクトにおいては、総括の一人体制にはせず、事務作業のアシスタントを配置

することが望ましい。 

 

(2) 調達プロセスを促進するための組織知の収集と活用 

上述のとおり、研修用機材の調達の遅れが研修の効率的な実施に影響した。調達が遅れた

主な理由は、免税許可の承認に想定以上の時間がかかったことによる。ところが、中間レビ

ュー評価の過程で調達時間を大幅に短縮できる方法があったことが明らかになった。したが

って、JICA は調達期間を短縮する方法に関する組織知を財産として収集・活用し、今後の類

似案件において調達の遅れを防ぐことが重要である。 
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第１章 中間レビュー評価調査の概要 

１－１ 協力の背景 

① 大洋州の自然災害 

大洋州各国は自然災害が多く、特にサイクロンによってもたらされる洪水・土砂災害の被害は、

社会・経済活動の拡大に伴い年々増大している。 各国政府は規模が小さく、国単位での防災への

取組が困難であるため地域的な枠組を通じた取組が不可欠であり、気象については世界気象機関

（以下、「WMO」という）により、フィジー気象局（以下、「FMS」という）が南西太平洋地域

の「熱帯低気圧プログラムに基づく地域特別気象中枢（以下、「RSMC」という）」として指定さ

れている。FMS は、南西太平洋地域のサイクロンの予報・警報サービスの中枢としての責務を担

うとともに、周辺島嶼国の気象予報を行っている。また、大洋州地域の気象分野の人材育成にお

いても中心的な役割を果たしている。 

② 大洋州各国の気象観測予報能力にかかる現状・課題 

各国の気象観測予報能力は異なり、観測及び予報能力が可能な国と観測を十分に実施できない

国が混在しており、各国のレベルに応じた取組が必要である。  

 フィジーは、観測・予報能力が適切なレベルに達しており、気象業務が未整備な国々への

予報の提供を行っている。 

 バヌアツ、サモア及びソロモン等は予報を実施しているが、データの解析・処理方法が十

分ではなく、さらなる技術の改善が必要となっている。 

 その他の国は、多くは観測や通信用機器の不足及び老朽化から、日常の観測も限定的であ

り、予報や気象解析に必要なデータの入手が十分でない状況にある。 

なお、定時の高層気象観測が一部の国でしか実施されておらず、地域一帯が高層気象観測デー

タの過疎地帯となっており、数値予報の精度向上の観点から WMO でも問題視されている。 

③ FMS の人材育成機能 

FMS では大洋州諸国を対象に第三国研修による人材育成を実施してきた。しかしながら、研修

対象国のニーズ・状況の把握、目標設定を含む人材育成の枠組の構築、事業評価に限界があり、

大洋州地域の特殊性（人材不足、隔絶性、地域間格差、インフラ整備状況）を踏まえたカリキュ

ラムの確立、適切な研修員の選定等の課題があること、講師の多くを他国に頼っていることから、

第三国研修を継続すると共に、専門家派遣を通じて各国ニーズの詳細把握、目標の明確化、カリ

キュラムの改善等を行い、FMS による人材育成の役割強化と大洋州地域全体の気象技術のレベル

アップを図る本事業が要請された。 

国際協力機構（以下、「JICA」という）は詳細計画策定調査団を 2014 年 2 月に派遣し、要請内

容の確認と協力内容の絞込みを行った。2014 年 9 月 29 日署名の討議議事録に基づき、本事業は

2014 年 12 月に開始し 2018 年 12 月までの 4 年間実施される予定である。  
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１－２ プロジェクトの概要 

プロジェクト・デザイン・マトリックス（以下、「PDM」という）に記載されているプロジェ

クトの概要は以下のとおり。PDM（バージョン１）の詳細は別添資料 2 参照。 

  (1) 上位目標 

FMS が自立的に大洋州各国を対象とした人材育成事業を継続する。 

  (2) プロジェクト目標 

FMS の大洋州各国に対する人材育成機能が向上する。 

  (3) 成果 

   1) 南大洋州各国の人材育成ニーズを把握する能力が向上する 

   2) 人材育成ツールが整備される（カリキュラム、テキストを含む）。 

   3) FMS の観測・予報能力向上により、FMS 職員の講師としての 指導能力が向上する。 

  (4) 協力期間 

2014 年 12 月～2018 年 12 月（4 年間） 

１－３ 目的 

中間レビュー評価調査の主な目的は以下のとおり。 

  (1) 中間レビュー時点における事業の進捗確認 

  (2) 五項目評価に基づいた事業の評価 

  (3) プロジェクト後半期間に実施すべき提言の抽出 

  (4) JICA 支援事業における透明性と説明責任の向上を目的とした情報公開 

１－４ 中間レビュー評価調査のスケジュール 

中間レビュー評価調査は 2016 年 11 月 19 日から 12 月 10 日にかけて実施された。調査の詳細な

日程は別添資料 3 参照。 

１－５ 評価団員 

中間レビュー評価調査はフィジー側・日本側との合同で実施された。両国の評価団員は以下の

とおり。 

 １－５－１ フィジー側 

 氏名 肩書/所属 

1 Mr. Ravind Kumar  FMS 局長 
2 Mr. Viliame Verenivalu FMS 水文部主任科学官 
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 １－５－２ 日本側 

 氏名 担当 肩書/所属 

1 植木 雅浩 団長/総括 JICA 地球環境部 防災第一チーム 課長 

2 赤津 邦夫 気象 JICA 国際協力専門員（気象・防災） 

3 後藤 伸也 評価計画 JICA 地球環境部防災第一チーム 

4 石飛  愛 評価分析 合同会社 適材適所 コンサルタント 
 

１－６ 技術所感（気象） 

本プロジェクトは、2014 年 12 月に黒岩長期専門家の派遣によって実質的に開始された。本

中間レビューは、時期的にもほぼその折り返し点である。 

以下、特に成果 1、2 および全体的な所感を述べる。 

  (1) 活動 1（FMS が、南西太平洋諸国の各国気象局の発展のためのニーズ分析能力を取得する） 

FMS カウンターパートが黒岩専門家と共に各国を訪問し、現地で OJT（以下、「OJT」と

いう）的にニーズ把握の指導が実施され、次にこれらのニーズに応えることの出来る FMS

の能力評価がなされ、更に残されたプロジェクト期間を考慮してプロジェクト期間内におけ

る各国の到達目標の分析がなされた。この一連の合理的なプロセスは恐らく FMS では初経

験であったであろうが、この点に関しては、黒岩専門家の気象庁時代、WMO 時代からの長

期に亘る大洋州への係わりによる経験、知識によるところが大きい。すなわち、一般的に途

上国からのニーズはランダム的に発生し、重点をどこに置くべきかという、地域的広がりを

考慮した俯瞰的な見方・知識が不足していることが多く、この点における同専門家の指導効

果はかなり大きいものがある。 

  (2) 活動 2（研修に必要なカリキュラムや資料、テキスト、指導書が改善される） 

南西太平洋諸国の気象局に対する研修員（FMS）指導を目的にした研修の内、気象測器の

検定・校正、高潮予測やサイクロンや一般気象予測に効果を発揮する HimawariCast （これ

は過去の第三国研修の F/U で今年 2016 年に導入されたものである） の予報への利用技術

などの一部の科目の研修は気象庁の協力ですでに実施されていて、その時に使用された教材

は存在している。また、FMS が技術指導に十分な能力のある航空気象分野も、FMS 主導で

数カ国を対象に現地研修で実施され、この時に使用された資料等も存在している。 

このようにすでに実施された研修科目については、指導に必要な教材は揃っているが、

今後はこれらを整理し、FMS の研修担当職員の異動があっても、効果的に実施できる指導

要領の作成が必要である。 

この指導要領は、教員の指導要領などのような本格的なものとするには非常に多くの時

間が必要になることが想定され、本プロジェクトの実施期間を考慮すると現実的ではない。

そこで科目に共通的な事項、例えば指導対象とする職員のレベル、必要な機材、適切な人数、

サイクロンなどの気候条件を考慮した指導時期、指導ポイントなどを一覧的に表現した表の
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ようなものがよいのではないかと思われる。 

  (3) 全体的に見て 

   1) 今回のプロジェクトの実施体制は、一人の長期専門家（直営）および研修講師として

の直営の短期専門家の構成でスタートした。最初の一年が経過した頃に、同専門家へ

のアドミニ的、ロジスティックな作業の負荷が重なっていたことを踏まえ、ローカル

スタッフの補充等の検討が関係者間でなされたが、現状のままであった。その後、具

体的な研修は適切に実施されたが、活動 2 の成果の一つである「整理された教材化－

見える化」は、その研修の準備、実施に圧迫されて進捗がはかばかしくない。 

これらを考慮し、2017 年度から業務調整員を日本から短期派遣のシャトル形式で派遣

することが計画されている。この体制強化による成果 2 の加速化を期待したい。 

 一方、注意すべきは、本プロジェクトは、FMS の南西太平洋各国に対する研修能力

の向上としているため、長期専門家の FMS カウンターパート（C/P）への指導はプロ

ジェクト終了時期に向けて次第に減少させることが求められる。その上でも技術研修

が適切に行われる、というイメージをしっかりと持つべきであろう。一方の派遣予定

の業務調整員の活動も、内容によっては、このイメージと同期させる必要がある。 

   2) 気象測器の検定・校正用のチャンバーの更新の必要性について 

 本プロジェクトで目指す具体的な成果として最も重要なものは、南西太平洋各国で

信頼に耐えうる気象観測が行われることである。このために JICA は SP 各国の中心に

なる FMS に対して、測器の検定・校正に関する機材や検定・校正技術の投与を行って

来た。 

 一方で過去に供与されたものの中で、気温や湿度のセンサーの検定・校正装置の重

要な部分を占める恒温恒湿槽（Chamber）が、かなり経年変化しており、短期専門家

として派遣されている気象庁職員の評価では、異音が時々発生するなど既に更新の時

期に来ているとのコメントがあった。今後南西太平洋各国からの測器の検定・校正の

依頼が増加することを考え、また FMS 局長からの要請もあることから、本プロジェク

トで更新を行うことが望ましい。 

１－７ 団長所感 

クリスマス休暇直前の派遣となったため、長期専門家やカウンターパート（以下、「C/P」と

いう）とは JCC（以下、「JCC」という）前に必要最小限の協議時間しか確保することができな

かったものの、評価分析の結果から導出された提言を着実に履行するとともに計画どおりに活

動を実施することで、プロジェクト目標の達成を目指していくことを双方で確認することがで

きた。外局である FMS が実施する本プロジェクトに対してインフラ省の関与が少ないとの話も

あったが、今年の省庁再編と次官・次官補レベルの相次ぐ交代以降は FMS とのコミュニケーシ

ョンも良好になってきている。今回の提言にはインフラ省に対するものも含まれているが、履

行のための協議を両機関で進めていくなど、今後の更なる関係改善を期待したい。 

■特記事項 

評価結果に関連して、特に取り上げたい事項を以下に挙げる。 
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・プロジェクト後半の研修活動計画 

今回の調査団滞在中、ニーズ調査の体系的な分析結果及びそれを踏まえた今後のより具体的

な研修活動計画の可視化を図るべく専門家と C/P との間での議論を重ねていただき、そこでま

とめた結果を JCC でプレゼンしていただいた（合同評価報告書の別添 8 と 9 参照）。特に研修

活動計画では、本プロジェクトで取り扱う優先分野・項目別に、各研修講座の実施形態、実施

時期・期間、対象国などが一目で分かるように整理し、関係者間で共有・理解することができ

た。これにより、長期専門家の任期が完了し不在となる 2017 年 6 月以降であっても、プロジ

ェクトの進捗監理が容易になるものと推察される。また、今回のプレゼン資料で用いられた各

種の表は、今後のモニタリングにおいて報告用フォーマットとしてそのまま活用されることが

望まれる。 

・プロジェクト後半の専門家派遣 

本プロジェクトの計画策定段階では、専門家１人で活動内容の企画立案・実施指導・結果取

りまとめ（経理処理含む）を担当できると想定していた。派遣された長期専門家は孤軍奮闘さ

れて成果を修めつつあるが、しかし実際には特にロジ的な業務に労力を割けなくなるなど、す

べての業務を１人でこなすにはかなり困難があった。このような経緯から、中間レビューでは

専門家の追加派遣が提言されている。 

具体的には、第三国研修の運営管理の指導を目的とする「研修管理」短期専門家（コンサル

タント契約）を 2017 年度初頭から複数回派遣することを想定する。長期専門家の任期中（～

2017 年 6 月）に第 1 回目の派遣を行い、第三国研修における各種ロジ業務への習熟を図る。長

期専門家の任期終了後は、短期専門家に振り替えて複数回派遣するものの、プロジェクト終了

が近づくにつれて派遣期間を原則抑制させていく。これを引き取るような形で「研修管理」専

門家の派遣時期・期間を漸増させていき、最終的には研修運営能力がフィジー側に定着するよ

うにしていきたい。 
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第２章 評価の方法 

２－１ 評価の手法と基準 

中間レビュー評価調査は「新 JICA プロジェクト評価ガイドライン第 1 版（2010 年 6 月）」に基

づき、PDM を参照して実施した。また同ガイドラインの指示に従い、評価グリッド（別添 4）を

作成し、グリッドに沿って情報収集を行った。評価グリッドには評価質問、指標、収集データ、

情報源、情報の収集方法を明記し、調査前にプロジェクト関係者と共有した。また、PDM に記載

されている各活動の実施状況や各成果の達成状況を示した進捗グリッドをプロジェクト進捗報告

書（案）および聞き取り調査の情報に基づいて作成し、日本人専門家や FMS 局長と各活動の進捗

を確認した。評価グリッドに基づいて情報を収集するため、質問票を現地調査前に FMS に送付し、

現地調査では回収した質問票に基づいて聞き取り調査を行い、実施中の第三国研修を視察した。 

中間レビュー評価調査は、以下の評価五項目に沿って実施した。各項目の詳細については以下

のとおり。 

評価五項目 

妥当性 開発インターベンションの目標が、受益者の要望、対象国のニーズ、地球規模の

優先課題及びパートナーやドナーの政策と合致している程度。 

有効性 開発インターベンションの目標が実際に達成された、あるいはこれから達成され

ると見込まれる度合いのことであり、目標の相対的な重要度も勘案しながら判断

する。 

効率性  資源及び（又は）インプット（投入）（資金、専門技術（知識）、時間など）がい

かに経済的に結果を生み出したかを示す尺度。 

インパクト 開発インターベンションによる貢献が期待されている、より高次の目標。 

持続性 開発インターベンションの終了時における、開発インターベンションによる便益

の持続性。長期的便益が継続する見込み。時間の経過に伴う純益の流出というリ

スクに対する回復力。 
出典：JICA（2010）「新 JICA プロジェクト評価ガイドライン」 
 

２－２ 情報収集 

本評価調査では、以下の方法を用いて情報を収集した。 

  (1) 文献調査 

業務進捗報告書（案）、詳細計画策定調査資料、フィジー政府及び地域政策関連資料（防

災分野）、本事業関係者提供資料、JICA や他ドナーによる類似案件資料等の本事業関連資料

の文献調査を実施した。 

  (2) 質問票調査 

質問票は現地調査実施前に FMS 職員 9 名と長期専門家 1 名に配布され、FMS 職員 8 名と

長期専門家より回答を得た。 
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  (3) 聞き取り調査 

FMS 職員、研修参加者、研修参加国の気象局長、長期専門家及び WMO 南西太平洋事務

所を対象に聞き取り調査を実施した。 

  (4) 視察 

評価団は測器に関する第三国研修及び FMS の日常業務を視察した。 

２－３ 情報の分析 

収集データに関しては、1）プロジェクトの達成状況、2）実施プロセス、3）五項目評価の観

点から評価分析を行った。収集データ・情報を検証するために、分析の際は異なる情報源のデ

ータの比較を行った。また報告書の完成前に調査結果を日本人長期専門家と FMS と共有し、情

報の妥当性を確認した。 
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第３章 プロジェクトの実績 

３－１ 投入実績 

  (1) フィジー側 

   1) カウンターパートの配置  

プロジェクト・ダイレクター：インフラ・運輸省4（以下、「インフラ省」）、副長官 

プロジェクト・マネージャー：インフラ省、FMS 局長 

その他のカウンターパート：FMS 職員 11 名（観測部・予報部・施設部・総務部（研修課）） 

カウンターパートの詳細は別添 5 参照。 

   2) 事務所スペース 

FMS は長期専門家の為に事務所スペース（家具・インターネットアクセス含む）を提供

した。 

   3) 現地活動費 

FMS は 2016 年 10 月 31 日までに 42,390 フィジー・ドル（約 230 万円）を支出した。 

  (2) 日本側 

   1) 日本人専門家 

2016 年 10 月 31 日の時点で、計 6 名（延べ人数）の日本人専門家が 4 回フィジーに派遣

された（表１）。 

表 1 日本人専門家の派遣実績（2016 年 10 月 31 日時点） 

専門分野 派遣人数 派遣回数 合計 

長期専門家 /気象学  1 1 688 

短期専門家 

気象測器の保守と校正 2 2 30 

ひまわり受信機/ SATAID 技術 3 1 16 

計 6 4 734 
出典: プロジェクト提供資料 
 

   2) 機材供与 

研修用機材（視聴覚機材やプリンター等）と研修用測器が供与された。2016 年 10 月末

時点で機材の調達費用は約 650 万円5。機材リストは別添 6 参照。 

   3) 本邦研修 

計 8 名（延べ人数）の FMS 職員が本邦研修に参加し、測器の保守と校正、ウインドプロ

                                                        
4 公共事業省から再編成された。 
5 為替レート（2016 年 12 月 3 日時点）: 1 フィジードル = 54.13 円 



 

－10－ 

ファイラーと潮位計のデータの活用について学んだ。本邦研修参加者のリストは別添 7 の

とおり。 

   4) 現地活動費 

日本側は現地活動の実施に必要な経費の一部を負担した。2016 年 10 月末時点で本事業

開始以降の負担額は約 940 万円である。主な用途は第三国研修参加者や長期専門家の旅費、

プリンターのインク代等。 

３－２ 成果の達成状況 

事業開始から中間レビュー評価調査までの各成果の達成度は以下のとおり。 

  (1) 成果 1: 大洋州各国の人材育成ニーズを把握する能力が向上する 

指標 結果 

1. ニーズ調査が FMS の事業計画に記載される 2015 年度 FMS 研修計画に記載

2. ニーズ調査の結果が南西太平洋諸国と共有される 2017 年に実施予定 

 

活動 進捗と成果 

1.1 

南大洋州の災害を

レビューする。 

[進捗状況: 完了] 

サイクロン PAM や Winston の情報を含め、南西太平洋諸国の自然災害

のレビューを行うための情報収集を実施した。レビュー結果は 2017 年

6 月までに長期専門家の終了報告書にまとめられる予定。 

1.2 

南太平洋各国の気

象サービスをレビ

ューする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FMS の研修課職員と長期専門家により、南西太平洋 9 カ国における気

象業務のレビューが下表のとおり実施され、各国のニーズが特定され

た。ニーズ調査は FMS の 2015 年度の研修計画に FMS の公式活動とし

て含まれている。調査結果は 2017 年の太平洋気象協議会（以下、「PMC」

という）において南西太平洋諸国と共有される予定である。 

 

FMS 研修課員は南西太平洋諸国の気象業務におけるニーズと課題に関

する理解を深めることが出来た。ニーズ調査の共同実施により、FMS

の研修課員と長期専門家間で調査の計画方法や実施方法が共有され

た。聞き取り調査によると FMS 研修課員は今後専門家の支援を受けず

にニーズ調査を実施する自信があり、FMS 観測部・予報部職員は南西

太平洋諸国からの報告（例えば天気予報、METAR, SPECI, TAF 等）の

モニタリングや WMO/WWW モニタリング、質問票調査の実施等を通

じて各自が担当する分野（観測・予報や航空気象等）の能力格差を特

定することが出来ると回答した。 

表 2 ニーズ調査実施スケジュール 

2015 2/9-12 2/26-3/3 4/18-25 5/25-28 7/18-25 12/11-20

国名 キリバス ツバル バヌアツ ナウル トンガ ニウエ 

2016 1/24-30 2/28-3/3 4/19-23 
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活動 進捗と成果 

 

 

 

[進捗状況: 完了] 

国名 クック サモア ソロモン

ニーズ調査の結果から、一部の国々は共通の課題を抱えており、特に

これらの国々に対しては FMS内でのオンザジョブ研修が適しているこ

とが明らかになった。 

1.3 

南太平洋各国にけ

る能力開発に係る

活動をレビューす

る。 

[進捗状況: 完了] 

オーストラリア政府による気候関連プロジェクト（COSPPac）や、WMO

による荒天予報実証プロジェクト（SWFDP）など、他ドナーによる南

西太平洋諸国での気象能力向上活動のレビューが実施された。レビュ

ーの結果は研修計画に反映された（活動 1-5）。 

1.4 

南太平洋各国にお

いて気象サービス

の能力開発に係る

ゴールを設定す

る。 

[進捗状況: 完了] 

ニーズ調査の結果が分析され、総括と FMS の間で議論された。議論の

結果に基づいて、南西太平洋諸国各国の気象能力向上に関する目標が

別添資料 8 のとおり決定された。 

1.5 

南太平洋各国に対

する研修計画を作

成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[進捗状況: 完了] 

活動 1-2、1-3 と 1-4 の成果に基づいて、気象能力向上研修の優先分野・

国と研修方法が FMS 内で議論され、整理された（別添 8）。この分析結

果は後半 2 年間の研修計画に反映されている。 

 

第 1 回合同調整員会では 8 つの活動が実施されることになっていたが、

このうち 7 つの活動は中間レビュー評価調査までに終了している。最

後の活動（“災害専門家を含めた警報戦略の研修を 2016 年 9 月までに

実施する”）は、その他の緊急性が高い分野の研修実施を優先するため、

本事業では実施されないこととなった。 

 

研修計画は長期専門家、FMS と JICA 間で議論され、最終化された。

同計画の実施は FMS が主導的し、日本人専門家が支援することとなっ

ている。 

 

<成果 1 の総合評価> 

中間レビュー評価調査までに成果 1 に関して予定されていた活動はすべて終了した。ニ

ーズ調査は計画通り南西太平洋 9 カ国にて実施され、調査結果に基づいて後半 2 年間の優先

分野・国、研修方法を含めた研修計画が長期専門家と FMS の間で議論・決定された。調査

結果と研修計画は 2017 年に南西太平洋諸国と共有される予定である。 
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  (2) 成果 2: 人材育成ツールが整備される 

指標 結果 

カリキュラムに含まれたトピックの数 整備済み: 7 / 製作中: 2 

カリキュラムに沿って製作された教科書の数 整備済み: 2 / 製作中: 11 

地域の研修に従事した FMS 講師の数 6 人 

教育省に認定された講師の数 n/a6 

 

活動 進捗と成果 

2.1 

研修カリキュラム

を作成する。 

2.2 

テキスト及び補助

教材を含む研修資

料を作成する。 

[進捗状況: 継続中] 

ニーズ調査の対象となった 20 分野（別添 9 参照）のうち、13 分野が

本事業の対象とすることとなった7。13 分野のうち、3 分の 2 のカリ

キュラムや研修ツールは研修の実施に沿って整備済みか、製作途中で

ある。指導要領は“観測基礎”以外の科目は未整備である（別添 8 参照）。

2.3 

フィジー気象局職

員のための TOT を

実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間レビュー評価調査までに、下表のとおり計 8 名の FMS 職員が気

象庁での本邦研修に参加した。研修の主な分野は測器校正と潮位計の

利用及び高潮予報である。 

表 3 本邦研修の概要 

研修内容 時期 参加者 成果 
測器校正
（気圧､気温）

2015.6.
15-25

測器担当 2 名､
研修課員 1 名

気圧計、気温計、湿度計
の校正手法、ならびに雨
量計の保守点検方法を習
得した。また、1996 年の
無償資金協力で供与され
た恒温・湿槽、温度計校
正用水槽や 2015年の無償
資金協力で供与された気
圧・気温、湿度の各校正
用機材の使用方法に習熟
するとともに、校正手順
書を作成した。 

測器校正（湿度）
2016.7.
4-17 

測器担当 2 名､
システム担当
1 名 

潮位計の利用及
び高潮予報 

2016.9.
20-10.6 予報官 2 名 

ウインドプロファイラー
と潮位計の利活用、特に
天文潮位の算出方法と高
潮予報に関する技術移転
が行われ、参加者は気象
庁のモデルを用いた高潮
予報の技術を習得した。

 

                                                        
6 教育省が認定するのは教員のみで、研修講師ではない。 
7 残りの 7 分野は“洪水”“モニタリング（climate monitoring）”“ダウンスケーリング”と ICT の 4 分野（“通信”“ICT 機器保

守”“プログラミング”“ウェブ関連技術”）。“洪水”に関しては、FMS を含め、南西太平洋諸国では水文分野の能力強化を

するための技術的な基盤が整っていないためである。“モニタリング”と“ダウンスケーリング”に関する技術移転は、太

平洋気候変動センター(PCCC)が実施予定である。ICT に関しては、使用されている ICT システムと知識レベルが国によって

大きく異なるため、効果的な研修コースを設定することが難しい。 
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活動 進捗と成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[進捗状況: 完了] 

気象庁モデルを用いた高潮予報は現在 FMSへの導入が図られており、

本邦研修に参加した職員が 2016/2017 年のサイクロンシーズン中に試

験運用を行う予定である。運用の状況を踏まえながら、RSMC の域内

において高潮予報を開始すること、また 2017 年中にも第三国研修を

通じて周辺国に技術移転を行うことについて検討することとなった。

 

全ての本邦研修が効果的な教授法（いわゆる Training of Trainers

（TOT））をカリキュラムに含めているわけではないため、講師とし

て研修を担当予定の FMS 職員の中にはそのような研修を受講してい

ない職員もいる。 

2.4 

フィジーで第三国

研修を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 第三国研修 

中間レビュー評価調査終了時までに計 4 回の第三国研修が FMS で

実施された。各研修の内容、実施時期、研修参加者及びその成果は

表 4 のとおり。第三国研修の実施を通じて、研修の計画・準備・実

施及び評価のプロセスが確立された。 

表 4 第三国研修の概要 

内容 実施期間 参加者 結果 

測器の保守及

び校正(1), (2) 

(1)2015.11.2 
-12/ 
(2)2016.11.21 
-12.2 

(1) 9 カ国 12 
名(ニウエを

除く) 
(2) 11 カ国 13
名  

参加者は測器の維持管

理と校正の方法につい

て学び、自国から持参

した測器の校正を実際

に行った。 

航空気象業務

の品質管理
(QMS) 

2016.5.16-27 10 カ国 13 名 

参加者は品質管理

（QMS）の必要性に関

する意識を高め、品質

管理システムの確立方

法について学んだ。 

気象衛星デー

タの利用 
2016.9.12-16 10 カ国 14 名 

参加者は衛星技術に関

する知識を深め、ひま

わり受信機及びインタ

ーネットから得たデー

タの効果的な活用方法

について学んだ。 

 

研修中に参加国の測器を校正したことにより、気象測器に関する第

1 回研修は参加者の知識と経験を深めただけでなく、南西太平洋地

域における観測データのトレーサビリティの確保8と正確性の向上

に資した。この研修は WMO からの評価が非常に高く、第 2 回測器

                                                        
8 観測データのトレーサビリティの確保とは、観測データを共通のスケールで比較可能にすることを指す。（出典：気象庁ホ

ームページ http://ds.data.jma.go.jp/wcc/introduction-j.html ＊2016 年 12 月 23 日にアクセス） 
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活動 進捗と成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修は WMO との共同実施で開催された。WMO は同研修に参加す

る 2 カ国（パプアニューギニアとミクロネシア共和国）の費用を負

担した。 

 

聞き取り調査を実施した南西太平洋諸国の気象局長と第三国研修

に複数回参加した受講生は、校正された気象測器やひまわり受信機

の活用による気象データの正確性の向上等を通じて、第三国研修が

彼らの国の気象業務の質の向上に繋がっていると述べた。彼らはま

た、参加者の間でお互いの気象業務に関して気軽に助言を求めた

り、業務の方法を参考にするなど助け合えるようなネットワークが

第三国研修を通じて構築できたことに感謝していた。 

 

(2) 現地研修 

キリバスでは、とりわけクリスマス島における気象リポートの質の

低さが航空会社にとって乗客の安全性の観点から大きな懸念とな

っており、実際、航空会社によってクリスマス島の空港は使用しな

いという決定がなされる可能性が非常に高かった。もしそのような

決定がなされた場合、クリスマス島の貿易と観光にとって甚大な悪

影響が予想される。事態の緊急性と重要性に鑑み、航空気象業務に

関する現地研修がキリバスで 2016 年 2 月 24 日から 3 月 8 日に実施

され、キリバス気象局とキリバス航空局から 14 名が参加した。研

修は FMS 職員によって実施された。研修の結果、FMS と WMO は

クリスマス島からの気象リポートの質の著しい改善を確認した。フ

ィジー航空も同様にクリスマス島からの気象リポートの質の“大幅

な改善9”を認め、タラワ（キリバスの首都）における同様の研修を

実施する際の FMS 講師の航空運賃を負担することを決定した。こ

のことから、多数の現地職員が受講でき、研修プログラムを現地の

業務環境に合わせた内容にすることが出来る点で、現地研修は非常

に効果的な方法になり得ることが明らかになった。 

 

(3) FMS 職員の研修実施に関する能力強化 

南西太平洋諸国に対する研修に関し、FMS 職員は下表のとおりカリ

キュラムの作成、研修準備、研修の実施と評価を主体的に実施する

ようになってきている。 

表 5 各研修コースを主に担当した専門家 

                                                        
9 フィジー航空からキリバス気象局への E メールより。フィジー航空は研修の有効性を実感し、その後に実施された第三国研

修“測器の保守及び校正(2)”において同社の専門家を派遣し、航空セクターにおける正確な気象データの重要性について講

義を行った。 
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活動 進捗と成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[進捗状況: 完了] 

内容 実施時期 
主に担当した専門家  

計画 準備 実施 評価 
測器の保守及び

校正 (1) 
2015.11.2-12

気 象 庁
/FMS 

FMS 気象庁
長 期 専

門家 
航 空 気 象 通 報
(METAR/SPECI)

2016.2.24-3.8 FMS FMS FMS FMS 

航空気象業務の

品質管理(QMS) 
2016.5.16-27 FMS FMS FMS 

長 期 専

門家 
気象衛星データ

の利用 
2016.9.12-16

長期専門

家 
FMS 気象庁

長 期 専

門家 
測器の保守及び

校正(2) 
2016.11.21 
-12.02 

FMS FMS FMS FMS 

 

気象測器に関する 2 回の研修コースは、2015 年に実施された第 1 回

研修では気象庁の専門家が全てのコマを担当し、FMS 職員は支援に

回った。逆に 2016 年に実施された 2 回目の研修では、FMS 職員が

研修内容を計画し、準備・調整を行い、ほぼすべての講義・実習10を

担当する一方で、長期専門家が実施までの段階を支援し、気象庁の

専門家が講義・実習を支援した。これにより、FMS は測器に関する

研修を自立的に提供できる技術を習得しつつあることが証明され

た。 

 

QMS の研修に関しては、現地パートナー（この場合はフィジー国

立大学）を含む研修計画立案に関し必要な情報が十分に関係者間

（JICA 本部・現地事務所、長期専門家）の間で共有されていなかっ

たために、研修の実施直前に計画を変更せざるを得なかった。加え

て、研修用機材の購入は遅延し、1.5 年かかった。主な遅延の理由

は機材の免税承認にインフラ省、経済省、税関の許可が必要であっ

たことから、想定以上の時間がかかった為である。中間レビュー評

価調査中に、フィジー政府に免税の手続きを要請する代わりに、

FMS が直接税金分を払い、調達にかかる所要時間を大幅に減らせる

選択肢があったことが明らかになった。どちらのケースも、研修の

効率的な実施に影響を与えた。 

2.5 

研修活動を評価す

る。 

 

各研修コースの終了時に質問票が参加者に配布され、参加者は研修内

容、講師および研修全体について評価を行っている。ほとんどの研修

において評価結果は報告書としてはまとめられていないものの、結果

は次の研修計画に活かされている11。過去の研修参加者の評価結果に

                                                        
10 気象庁の専門家は「気象庁の紹介」と「超音波風速計（＊全く新しい研修内容）」の 2 コマを担当した。 
11 キリバスにおける現地研修の評価結果は FMS 職員により分析され、研修報告書にまとめられている。総合的な評価結果は

長期専門家の完了報告書に記載予定。 
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活動 進捗と成果 

 

 

[進捗状況: 継続中]

よると、参加者は概ね研修内容と講師に満足しており、「研修目的が

達成されたか」という質問に対し、「強く同意する」または「同意す

る」と回答している。 

2.6 

選定された南大洋

州の国に対し、フォ

ローアップ活動を

実施する。 

 

 

 

 

 

 

[進捗状況: 継続中] 

この活動は 2017 年以降に実施予定。 

 

本邦研修と FMS 職員との議論を通じて、今後も南西太平洋諸国のた

めに研修を持続的に継続するため、可能性のある資金源やそれを確保

するための戦略、国際的な枠組み（WMO の地区研修センター（RTC）

や地区測器センター（RIC）等）の確立等に関する知識が共有された。

これらの国際的な枠組みの確立により FMS は南西太平洋地域の人材

育成ハブとしての信頼性を高めることができる。長期専門家はまた、

気象業務の研修センターとしての FMS の認知度を高めるため、あり

とあらゆる機会（PMC、WMO/RA-V フォーラム等）を利用して、本

事業に関するプレゼンテーションを実施した。その結果、複数のドナ

ーから公式・非公式に彼らのプロジェクトとの連携を打診された。 

 

<成果 2 の総合評価> 

ほとんどのカリキュラムや研修ツール（教科書・教材）は整備済みか整備途中であるが、

指導要領に関しては今後作成する必要がある。これらの研修ツールは研修の実施とともに作

成されていることから、活動 2.1（研修カリキュラムの整備）と活動 2.2（研修ツールの整

備）を計画どおり 2016 年末までに終了することは難しい。したがって、活動計画表（以下、

「PO」という）の修正と、研修ツールの整備を含めた残りの活動を実施するための専門家

の追加投入が必要である。 

第三国研修、現地研修、本邦研修は計画通り実施され、FMS の研修提供能力の向上に貢

献し、同時に南西太平洋各国の気象サービスの向上にも貢献した。また、研修の計画、実施

と評価を主体的に実施することで、FMS 職員は徐々に研修を実施する能力を向上させてい

る。 

  (3) 成果 3: フィジーの観測・予報能力向上により指導能力が向上する 

指標 結果 

- 観測 
 校正された観測機材の数 
 GTS に送られた観測レポートの割合 

- 予報 
 サイクロン予報の誤報  
 予報発表時間 
 予報精度 

n/a12 

 

                                                        
12 成果 3 の焦点は FMS 職員の研修講師としての能力向上にあり、気象の専門家としての能力向上ではない為、これらの指標

は成果 3 の達成度を図るためには用いない。  
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活動 進捗と成果 

3.1 

フィジー気象局の

観測・予報能力を分

析する。 

 

[進捗状況: 完了] 

FMS の気象業務に関する能力は長期専門家によって分析され、その

結果、FMS 職員は多かれ少なかれ南西太平洋諸国の研修ニーズに応

えられることが明らかになった。研修を通じてさらに強化すべき FMS

職員の分野は、“サイクロン”“高潮/潮位”“統計解析”“季節予報”

と“品質管理”である。これらの分野は本事業後半の為の研修計画に

反映されている。 

3.2 

JICA 専門家により

OJT を実施する。 

[進捗状況: 継続中] 

FMS 職員の為の OJT は、第三国研修やニーズ調査の実施などほとん

どの活動を通じて実施されていることから、この活動は PO から削除

することが出来ると考えられる。 

 

<成果 3 の総合評価> 

成果 3 の活動は順調に進捗した。FMS の気象サービスの各分野の能力は分析され、その

結果が研修計画に反映された。活動 3-2（FMS 職員への OJT の実施）については、成果 1・

2 のほぼ全ての活動（ニーズ調査や第三国研修の実施等）において OJT が実施されているこ

とから、PO からは削除可能と考えられる。 

３－３ プロジェクト目標達成見込み 

プロジェクト目標 フィジー気象局の大洋州各国に対する人材育成機能が向上する。 

指標 １）研修受講者による達成度評価 

２）研修受講者数 
 

「3.2 成果の達成状況」で上述のとおり、一部の活動に遅れはあるものの、ほとんどの活動は

計画どおり実施されている。中間レビュー評価時点での主な成果は以下のとおり。 

 FMS と南西太平洋諸国の気象サービスに関するニーズが分析され、分析結果に基づいて研

修計画が策定された。 

 FMS 職員は研修の内容を計画し、準備や関係者との調整の提供を行い、研修を評価する一

連の過程を主体的に実施することで徐々に南西太平洋諸国に対して気象研修の提供能力

を向上させている。研修受講者による研修の評価は高い。 

 本事業では中間レビュー評価時点で計 74 名に気象関連の研修を実施した。 

 したがって、残りの活動がすべて計画通り実施され、提言が実行されれば、プロジェクト

目標の達成見込みは比較的高い。 

一方で、現行の PDM は事業開始前に設定された暫定版であり、詳細計画策定調査報告書に記

載のとおりニーズ調査の結果を受けて改定されることになっていた。中間レビュー評価団は PDM

を見直した結果、1) 指標の選定、2) 成果と活動の関係、3) 上位目標の設定については以下の理

由から再検討したほうが良いとの結論に至った。 

 より適切・定量的な指標を選定するため 

 成果と活動の関係をより論理的整合性のとれたものにするため 
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 ニーズ調査の結果に基づいて新しい活動を追加し、内容が曖昧な活動（3-2）を削除する

ため 

 「本事業の貢献により間接的に達成しうる長期的な開発効果（＝上位目標）」を設定し、

関係者間で共通認識を持つため 

３－４ 実施プロセス 

  (1) モニタリング 

プロジェクトの全体的な実施は PDM と PO に沿ってモニタリングされた。プロジェクト

の進捗を確認し、課題があれば関係者間で議論することを目的として、第 1 回 JCC が 2015

年 9 月に実施され、PDM、PO、活動の進捗や事業計画について議論した。第 2 回 JCC は、

ニーズ調査の結果と調査結果に基づいた研修計画を共有するために、中間レビュー評価調査

の最後に実施された。 

  (2) 事業の進捗 

ほとんどの活動は PO（ver.1）どおりに実施されている一方で、一部の活動（ニーズ調査

の実施や研修計画・目標の設定等）は遅延している。遅延の理由は、長期専門家がカウンタ

ーパートへの技術的な支援と、会計を含む事務作業をすべて一人で担当しなければならず、

業務過多となったことによる。 

  (3) コミュニケーション 

コミュニケーションに関しては、FMS と長期専門家間の 20 年以上にわたる長期間の信頼

関係により、両者間のコミュニケーションは非常に良い。研修参加国との関係にも大きな問

題は見られない。 

  (4) オーナーシップと参加 

FMS の本事業へのオーナーシップと参加度合いにも大きな問題は見られない。FMS 職員

は長期専門家と共同でニーズ調査を実施し、南西太平洋諸国への研修の計画・実施・評価を

主体的に実施し始めている。既述のとおり、これまでに実施された 5 回の研修の内、3 回は

FMS 職員が主導している。FMS 職員は新しい知識や技術の習得に熱心であり、習得した知

識や技術を日々の業務に積極的に活用している。 
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第４章 五項目評価による評価結果13 

４－１ 妥当性 

本事業の妥当性は高い。 

(a) フィジー政府の政策との関連性 

「災害軽減及び防災」を優先政策の一つに掲げるインフラ省の「年間計画（2016）」では、成

果目標に“気象・水文データのタイムリーな取得、クオリティ・コントロール、公表を確実にす

ること”と、水文気象に関する国際・地域機関（クオリティ・コントロールへのフィジーの責務

の効果的、効率的な対応“が含まれている。様々な研修の提供を通じてインフラ省の「年間計画

導している。FMS 職員は新しい知識や技術の習以上から、本事業は、フィジー政府の政策との関

連性が高い。 

(b) 日本の支援政策との関連性 

2015 年 5 月に策定された「対フィジー共和国への事業展開計画」における優先プログラムの一

つは防災プログラムであり、同プログラムでは気象予報官の能力強化を通じてサイクロン、地震、

津波のための早期警報システムのネットワークを支援することでフィジーや周辺国における自然

災害の被害を最小化することを目指している。したがって本事業は気象予報官の能力強化を目的

としている点で日本の支援政策とも関連性が高い。 

(c) 裨益者ニーズとの整合性 

FMS の使命は“地域的な天候、フィジーの気候、水文パターンを観察し理解し、コミュニティの福祉や

経済発展、環境的な持続性と国際的な責務を果たすために水文気象業務を提供すること”である。本事業

は第三国研修や本邦研修を通じて FMS の気象業務を提供する能力の向上に貢献していることから、FMS

の使命にも一致している。 

(d) 日本の技術の比較優位性 

日本の気象庁は世界の気象庁の中でも最も先進的な組織の一つであり、RSMC 東京を含む国内

外の責務を果たしている。加えて、フィジーや南太平洋各国において日本は FMS 本部の建設、

FMS での第三国研修の実施（2001 年から）、フィジー・サモア・バヌアツにおける防災のための

機材の提供等を通じて防災分野、特に気象業務の向上に貢献してきた。したがって、本事業はこ

れまでのフィジーや南太平洋地域での長期にわたる支援に基づいて日本が優位性を持つ先端技術

を提供しており、適切であると考えられる。 

４－２ 有効性 

本事業の有効性は幾つかの条件を満たせば、比較的高いと考えられる。 

「３－３ プロジェクト目標の達成見込み」に記載のとおり、一部活動の遅れはあるものの、

総合的にみて事業は順調に進捗している。したがって、残りの活動が事業期間内に予定どおり

                                                        
13 評価五項目は、「高い」「比較的高い」「中程度」「比較的低い」「低い」の 5 段階で判断した。 
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実施され、「第 6 章 提言」に記載の提言が実施されれば、プロジェクト目標は達成見込みであ

る。 

中間レビュー評価時点での成果達成に貢献した要因は以下のとおり。 

― 施設や機材の供与、第三国研修の実施等 1990 年代から続く FMS との長い協力関係 

― 総括と FMS の長い関係に基づく信頼関係 

主な阻害要因は、日本人専門家及びカウンターパート職員の不十分な投入である。 

４－３ 効率性 

本事業の効率性は中程度と判断される。 

(a) 日本人専門家の派遣 

2016 年 10 月 31 日時点で合計 8 名の専門家がフィジーに 4 回派遣され、カウンターパートに技

術協力を実施したが、計画された活動を完了するには専門家の投入量は不十分であった。総括の

任期は 6 カ月延長されることとなったものの、プロジェクト期間中に残りの活動をすべて完了す

るにはそれでも不十分である可能性が高い。 

一方で、専門家により提供された支援の質は FMS 職員により高く評価されている。総括と短期

専門家の一人は以前の JICA 事業からカウンターパートのことをよく知っているため、彼らのニ

ーズに応じた支援を効果的に提供することが出来た。 

(b) 機材供与 

本事業では、研修用機材（視聴覚機材やプリンター等）と研修用測器が供与された。これらの

機材は視聴覚機材の利用や受講生が研修内で直接測器の使い方を実践することで、効果的な研修

の提供に活用された。供与機材の量や質については特に問題はない。しかしながら、「3.2 成果の

達成状況」で既述のとおり最も効率的な機材調達の方法が共有されておらず、機材の調達に 1.5

年要することとなった。 

(c) 現地活動費 

「３－１ 投入実績」に記載のとおり、JICA と FMS は事業実施に必要な予算を執行しており、

中間レビュー評価時点では執行量は十分であり大きな問題は見られない。 

(d) 本邦研修 

本邦研修を通じてカウンターパートは講師としての知識と経験を効果的に強化することがで

きた。合計 8 名のカウンターパート職員が本邦研修に参加し、全員が中間レビュー評価時点でカ

ウンターパート機関で勤務し、得た知識や経験を日常業務に活用している。また本邦研修参加者

の約半数が知識を活用して講師として研修を受け持ち始めている。残りの半数は 2017 年に予定さ

れている“高潮/潮位計”に関する第三国研修を講師として担当予定である。 

(e) カウンターパート機関職員の配置 

カウンターパート職員は本事業の為に概ね適切に配置されている。しかしながら、特にサイク

ロンの時期には人員不足のために十分な数の講師を現地研修に派遣できないこともあった。中間
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レビュー評価時には、予報部と観測部では 11 名分のポスト（両部全体の 16％）が空席になって

おり、これらの部の職員は空席のポストの仕事を肩代わりしなければならない状況であった。 

４－４ インパクト 

上位目標の達成見込みについては、中間レビュー評価時点での判断は難しい。本事業により正

の効果が発現している。 

(a) 上位目標達成見込み 

現時点での上位目標（“FMS が自立的に太平洋州各国を対象とした効果的な人材育成事業を継

続する”）は本事業の“間接的な、長期間の開発効果”ではない。上位目標については、本事業が

どのような長期的な成果への貢献を目指すのかについて関係者間で議論し、共通認識を持った上

で改定する必要がある。したがって中間レビュー評価時点では、上位目標の達成見込みは判断が

難しい。 

(b) 本事業によるインパクト 

中間レビュー評価時点までに発現した効果は以下のとおり。 

 キリバス・クリスマス島の航空気象業務の向上を含む、南西太平洋各国の気象業務の向上 

 第三国研修を通じて南西太平洋各国の測器を直接校正することで、これらの国々の地上気

象観測データの改善や同地域におけるトレーサビリティの向上に繋がった。 

 第三国研修を通じて南西太平洋各国の気象局間のネットワークが構築され、サービス提供

に際し互いに助け合えるようになった。本事業において気象データの生産者（気象局）や

ユーザー（航空会社等）とのネットワークも強化された。 

４－５ 持続性 

本事業の持続性は中程度である。 

 政策的・制度的観点 

政策的・制度的観点からの持続性は高い。 

本事業の政策的環境は事業開始から変化はないが、現在草案が提出されている「気象水文業務

法14」が発効されれば、空席が多く人的資源に課題のある FMS は業務実施に必要な資源を要求す

ることが出来るようになり、周辺国に対する研修の継続に対しても好影響が予想される。 

本事業開始より監督省庁が変更になったものの、変更による本事業への影響はない。監督省庁

の次官の交代により、同省庁と FMS とのコミュニケーションは大幅に改善された。以前は FMS

からのリクエストに対し、承認に 2-3 週間かかるか、あるいは承認されないこともあったが、現

在は 5 日以内に返答が来るようになり、業務遂行に大きな好影響を与えている。 

 財政的・組織的観点 

財政的・組織的持続性は中程度。 

                                                        
14 草案は既に議会に提出されており、2017 年末までに承認される見込み。 
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FMS の運営費は過去 4 年間（2013-2017）で下表のとおり、微増している15ものの、第三国研修

は多額の経費がかかるため16、FMS が持続的に同研修を独自財源のみで実施することは現実的で

はない。 

表 6 FMS 予算(単位: 1,000 フィジードル) 

 2013 2014 2015 201617 2016/2017 

設備投資額 4,206 2,974 2,889 2,502 5,376 

運営費 4,395 5,355 5,250 5,344 5,432 

付加価値税 865 681 696 392 659 

計 9,467 9,010 8,835 8,273 11,468 
出典：FMS 提供資料 
 

中間レビュー評価団は研修経費の確保に関して議論し、以下の選択肢を確認した。 

1) 研究参加者の自費負担 

2) 開発ドナーや民間企業からの資金確保 

3) 開発ドナーが出資するプロジェクトとの連携 

4) フィジー政府からの資金拠出 

例え１）を選択した場合であっても、全ての南西太平洋諸国が自費で FMS での研修に参加する

ことは難しく、資金源を模索し、獲得に努める必要がある。どの選択肢を選ぶにせよ、FMS が持

続的に周辺国に研修を提供していくためには、他ドナーや民間企業との連携が不可欠である。こ

の点において、以下のとおり中間レビュー評価時点で他ドナーや民間企業に本事業の成果が認め

られ、次のステップに繋がる成果が発現しつつある。 

 国際・地域ドナーから公式・非公式の本事業との連携に関する打診 

 WMO と研修の共同実施 

 フィジー航空からキリバス（タラワ）での現地研修に関する財政支援（航空費負担） 

予算獲得の不確実性と、中間レビュー評価時点での成果から判断して、経済的な持続性は中程

度と判断した。 

組織的観点からは、毎年複数の職員が退職、転職、病死していることから、持続性は中程度で

ある。約 15 名の職員が 5 年以内に入れ替わると予想されている。 

PDM では“FMS が人的資源を維持すること”をプロジェクト目標を達成するための前提条件

とし、“FMS の観測部・予報部職員が FMS を離職しないこと”を成果 3 の達成に必要な前提条

件としている。これらの前提条件は中間レビュー評価時点では問題ないが、FMS の高い離職率

は移転された技術や知識を維持する上で課題となっている。 

                                                        
15 2016 年に会計年度の時期が変更（“1-12 月”から“8-7 月”）になったことから、2016/2017 年の値は 2016 年 1-7 月の間に支

出されなかった額が含まれている。 
16 2016 年 9 月のひまわり受信機の研修に関しては、総額で 58,863 フィジードル（約 319 万円）かかっている。 
17 2016 年 1-7 月の予算。 
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 技術的観点 

FMS 職員は本事業や過去の JICA 事業による研修を通じて得られた知識や技術をよく活用して

おり、複数の職員が第三国研修や現地研修において講師として研修を担当し始めている。FMS は

また、職員が国内外の研修に参加し、知識や技術を向上させる機会を提供している。一方で、カ

リキュラム、教科書、教材、指導要領の作成は前述のとおり中間レビュー評価時点で遅延してい

る。離職率の高い FMS にとってはこれらのツールは移転技術を持続的に確保する上で不可欠であ

ることから、技術的な持続性は中程度である。 

供与機材は既に FMS が使用経験のあるものばかりで、過去に供与した機材もよく維持管理が行

われていることから、機材の維持管理に問題はない。 
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第５章 結論 

結論として、本事業はフィジー政府の方針、日本の支援政策及び FMS の使命とも一致している

ことから、妥当性は高い。事業終了時までに残りの活動がすべて実施され、提言が実施されれば、

有効性は比較的高い。本事業は現地活動費や本邦研修など一部の投入は所期の成果を達成するた

めに有効に活用されたものの、専門家の派遣や FMS 職員の配置は不十分または限定的であった。

以上から、本事業の効率性は中程度と判断される。本事業の上位目標は変更の必要があるため、

中間レビュー評価時点では上位目標の達成見込みを判断することは難しい。中間レビュー評価時

点までに本事業による幾つかの正の効果が発現している。持続性は経済的・組織的・技術的な観

点から課題があり、持続性は中程度である。 
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第６章 提言 

上記の中間レビュー評価結果に基づき、合同中間レビュー評価団による提言は以下のとおり。 

インフラ省、FMS、JICA への提言 

  (1) PDM と PO の修正 

中間レビュー評価時点の PDM は暫定版であり、ニーズ調査の結果を経て改定されること

になっていたことから、中間レビュー評価団は PDM を見直し、一部修正したほうがよいと

思われる箇所を特定した。したがって、PDM を修正し、その変更に合わせて PO も修正す

ることが望ましい。修正した PDM と PO は JCC で承認される必要がある。 

JICA と FMS への提言 

  (2) FMS スタッフへの教授法（TOT）の研修実施 

本事業を通じて、FMS 職員は気象分野の研修を実施する為の技術的な能力を強化してい

る。さらに本事業の効果発現を促進するために、JICA と FMS は、FMS 職員が教授法に関

する研修を受けられるよう支援することが望ましい。 

JICA への提言 

  (3) 専門家の投入量の増加  

本事業の後半期間では、2 名の短期専門家が毎年派遣される予定である。中間レビュー評

価時点で残っている活動（研修ツールの整備、研修の評価結果の分析と報告に加えて、この

先 2 年間で新しく予定されている活動）の量から判断して、これらの活動すべてを期限内に

完了して、十分な技術移転を行うには現在予定されている投入量では不十分である可能性が

高い。したがって、JICA は専門家（研修管理や業務調整等）を追加で投入することが望ま

しい。 

  (4) 専門家との事務手続きに関する情報の事前共有  

QMS に関する研修では、国内パートナーを活用した研修実施の際に必要な情報が十分に

事前に共有されておらず、研修の効率的な実施の阻害要因となった。今後 2 年間で計画され

ている研修を遅滞なく実施するためには、研修実施に必要な事務手続きに関して本事業の総

括に事前に情報を共有しておく必要がある。 

インフラ省への提言 

  (5) FMS の人的資源の補充 

南西太平洋諸国の気象分野における能力強化は、フィジーが RSMC として正確で信頼で

きる気象情報を発信する上でも非常に重要である。過去 2 年間の研修によってこれらの国々

の能力は向上しつつあるものの、何年も空席が補充されていない FMS の人的資源の不足は、

人材育成を継続的に実施する上での深刻な課題となっている。実際このために、FMS は経

験のある職員を海外に講師として十分に派遣することが出来ない状況である。十分な人材の
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確保は今後持続的に研修を実施する上で必要不可欠であることから、インフラ省は可能な限

り速やかに FMS の空席を埋める努力をすることが望ましい。 

  (6) 必要に応じた、FMS と WMO との関係強化における支援 

本事業によって FMS が実施した研修は WMO によって非常に高く評価されており、2016

年 11 月の JICA と WMO の研修の共同実施に繋がった。気象分野における WMO の国際協

力・協調における決定的な役割を考慮した際、これらの事実は FMS にとっても今後研修を

実施していく上での強いインセンティブとなる。したがって、今後、特に本事業終了後の研

修事業実施のために、FMS と WMO の関係強化がさらに促進されることが望ましい。この

点からインフラ省は、FMS と WMO 間の人材育成における協力関係の強化を支援すること

が重要である。 

FMS への提言 

  (7) FMS を気象分野の人材育成における南西太平洋地域の拠点として国レベル・地域レベ

ル・国際レベルで幅広く紹介 

FMS が持続的に南西太平洋地域における気象分野の能力向上に貢献する為には、FMS が

気象分野の人材育成における南西太平洋地域の最大拠点として認識され、さらなる外部支援

を受け入れていくことが決定的に重要である。したがって、FMS は本事業の成果をありと

あらゆる機会に紹介し、気象分野の人材育成における地域的な拠点としての認知度を高める

ことが望ましい。 
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第７章 教訓 

  (1) プロジェクト実施体制の慎重な検討 

本事業では、総括はカウンターパートへの技術的な指導だけではなく、JICA が支援した

全ての活動の会計やロジ等も担っており、業務過多から事業の進捗の遅れにつながっていた。

今後の JICA 直営の技術協力プロジェクトにおいては、総括の一人体制にはせず、事務作業

のアシスタントを配置することが望ましい。 

  (2) 調達プロセスを促進するための組織知の収集と活用 

報告書に記載されているとおり、研修用機材の調達の遅れが研修の効率的な実施に影響

した。調達が遅れた主な理由は、免税許可の承認に想定以上の時間がかかったことによる。

しかしながら、中間レビュー評価の過程で、調達時間を大幅に短縮できる方法があったこと

が明らかになった。したがって、JICA は調達期間を短縮する方法に関する組織知を財産と

して収集して活用し、今後の類似案件において調達の遅れを防ぐことが重要である。
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Organization Name Position

Ravind Kumar Director

Misaeli Funaki PO, Forecasting

Narend Kumar STO, Forecasting

Sakeasi Waibuta Forecaster

Samisoni Waqavakatoga Forecaster

Harish Pratap STO, Technical

Amori Nabainivalu STO, Technical

Ashnil Kumar SO, Technical

Leonard Bale SSA, ICT

Marica Ratuki SE, System

Sosiceni Dumukuro Training

Sajiva Nand Training

List of inteviewees for the mid-term evaluation
（2016.11.12)

FMS

A5-1
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List of equipment

Description of Goods
Quan
tity

Unit Price

Humidity and Temperature
Probe

1 JPY 260,500

Portable Humidity Calibrator 1 JPY 635,900

Ultrasonic Wind Sensor 1 JPY 518,600
Cable 70m 1 FJD 227,800
Tool 1 FJD 110,800
USB converter 1 FJD 25,200
Power supply 1 FJD 2,900
Digital indicating
thermometer

1 JPY 1,193,300

Large display device 1 FJD 6,321
Laptop 1 FJD 2,247
Projector 1 FJD 1,995
Printer 1 FJD 2,260
Portable screen 1 FJD 430
Large screen 1 FJD 940
Desktop PC 4 FJD 6,954
Equipment for calibration 1 JPY 2,450,000
Equipment for calibration 1 JPY 255,164

A6-1
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List of participants in counterpart training in Japan

Theme Period Participants
Amori Nabainivalu
Ashnil Kumar
Sajiva Nand
Amori Nabainivalu
Ashnil Kumar
Marica Ratuki
Sakeasi Waibuta
Samisoni Waqavakatoga

2015.6.15-25

Calibration of meteorological
instruments (humidity）

2016.7.4-17

Utilization of a wind-profiler and
the data of a tide-gauge

2016.9.20-10.6

Calibration of meteorological
instruments (Air pressure,
temperature）

A7-1
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黒

“Reinforcing Meteorological Training 
Function of FMS”

Project Implementation
for 2017-8

Koji Kuroiwa  (JICA) 

Sosiceni Dumukuro  (FMS)

Goals of capacity development for each country  

Group Country

Fiji

Vanuatu

Samoa

Solomon
Islands

Tonga

Tuvalu

Kiribati

Niue

C Cook Islands

D Nauru

・METAR & SPECI enhanced.

・Observation & forecasting improved.
・QMS/Competency facilitated.

ditto

・Observation & warning system established.

Specific

ditto

ditto

・Observation improved.
・QMS/Competency facilitated.

・Met services operationalized.

・Requirement for RIC met.
・Storm-surge foreacsting implemented.

・Regular maintenacnce of observation network.

・Regular maintenacnce of observation network.
・TAF issued.

・Regular maintenacnce of observation network.
・QMS established.

・TAF is issued.

・METAR & SPECI enhanced.

・Training capacity upgraded.

A

B

General

ditto

ditto

・Observation & forecasting improved.

・Observation & forecasting improved.
・QMS/Competency facilitated.

ditto

A8-1
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Three-way approach to the priority needs
G ：Group training ,  I ： In-country training,  O ：On-the-job training

G I O

Basic observation ◎ ● ● - G (beginner; 2017 Apr),  I  (or O) for Nauru

Maintenance ◎ ● － －

Calibration ◎ ● － －

Weather ○ (●) － ●

Tropical cyclone ○ ● － －

For shipping ○ － － ●

Storm surge/Tide ◎ ● － － G ( 2017 Sep)

Statistical analysis ○ － － ●

Outlook/Seasonal fct ○ － － ●

QMS ◎ ● ● － G (Audit, 2018 Apr),  I for Tuvalu, Kiribati, Niue, Cooks, Solomons

Competency ◎ － ● －

METAR/SPECI ◎ － ● －

TAF ○ － － ● O for Samoa, Tonga

I for Tuvalu, Kiribati, Niue, Cooks (combined with QMS as appropriate)

G (maintenance and calibration; 2018 Sep)

G ("Himawari/SATAID" or " impact-based warning", 2018 Jul)
O for Tonga Tuvalu, Kiribati, Niue, Cooks (2 countries at one time)

CLI

AVI

OBS

FCT

Training Modality 
Priority Target countries and subjectsAREA

O for Tonga, Tuvalu, Kiribati, Niue, Cook (2 to 3 countries at one time)

Project implementation for 2017-8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

Basic observation 　　■■■■■■ ●● (Nauru)

Maintenance   ■■ (10 countries)

Calibration   ■■ ↑

Weather   ▲▲ (2 countries)   ▲▲ (2 countries)

Tropical cyclone   ▲▲ ↑   ▲▲
↑  ■■ (10 countries)

For shipping   ▲▲ ↑
(Fi: at JMA)   ▲▲

↑

Storm surge/Tide ■■   ▲▲
↑

Statistical analysis   ▲▲(2 countries)

Outlook/Seasonal fct   ▲▲ ↑

QMS   ●●(Tuvalu) ●●(Fi; in Jpn)   ●●(1 country)

Competency   ●●↑
(10 countries)   ●●↑

METAR/SPECI   ●●↑   ●●↑

TAF

(for 10countries)
(with WMO?)

FCT

CLI

■; Group Training     ●; In-country Training     ▲; On the Job Training     ●; Training of Trainer

OBS

AVI

 ▲▲(Samoa, Tonga)

AREA
81027102

 ■■

●●

(10 countries)
(with WMO?)

A8-2
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Preparation of training tools

Curricullum Materials Text Guideline

Basic Observation Done Done Done Done Sajiva

Maintenance Done Done 2017.12 2017.12 Amori

Calibration Done Done 2017.12 2017.12 Amori

Weather 2017.2 2017.2 2017.12 2017.12 Misa

Tropical Cyclone 2017.2 2017.2 2017.12 2017.12 MIsa

For shipping 2017.2 2017.2 2017.12 2017.12 Misa

Storm surge／Tide 2017.9 2017.9 2017.9 2017.9 Misa

Statistic analysis 2017.7 2017.7 2017.7 2017.12 Bipen

Seasonal forecast 2017.7 2017.7 2017.7 2017.12 Bipen

QMS Done Done 2017.12 2017.12 Harish

Competency Done Done Done 2017.12 Narend

METAR/SPECI Done Done Done 2017.12 Narend

TAF 2017.12 2017.12 2017.12 2017.12 Misa

Responsible

AVI

OBS

FCT

CLI

AREA
Training Tool

Training of trainers

Basic observation － － －

retemoraB & erutarepmeT fo noitarbilaC36.5102ecnanetniaM

gniniart 5102 ot pu-wolloF ,retemorgyh fo noitarbilaC37.6102noitarbilaC

Weather －

Tropical cyclone Planned 2017 2 Satellite data analysis using SATAID

For shipping －

Storm surge/Tide Done 2016.9 2 Calculation of astronomical tide, Storm surege forecast

Statistical analysis －

Outlook/Seasonal fct －

QMS Planned 2017 1 Requirement of ISO9001-2015

Competency －

METAR/SPECI －

TAF －

Training of
trainers Time

Number of
experts Contents

Done

AREA

OBS

FCT

CLI

AVI

A8-3
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Project implementation for 2017-8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

Basic observation 　　■■■■■■ ●● (Nauru)

Maintenance   ■■ (10 countries)

Calibration   ■■ ↑

Weather   ▲▲ (2 countries)   ▲▲ (2 countries)

Tropical cyclone   ▲▲ ↑   ▲▲
↑  ■■ (10 countries)

For shipping   ▲▲ ↑
(Fi: at JMA)   ▲▲

↑

Storm surge/Tide ■■   ▲▲
↑

Statistical analysis   ▲▲(2 countries)

Outlook/Seasonal fct   ▲▲ ↑

QMS   ●●(Tuvalu) ●●(Fi; in Jpn)   ●●(1 country)

Competency   ●●↑
(10 countries)   ●●↑

METAR/SPECI   ●●↑   ●●↑

TAF

(for 10countries)
(with WMO?)

FCT

CLI

■; Group Training     ●; In-country Training     ▲; On the Job Training     ●; Training of Trainer

OBS

AVI

 ▲▲(Samoa, Tonga)

AREA
81027102

 ■■

●●

(10 countries)
(with WMO?)

A8-4
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黒

“Reinforcing Meteorological Training 
Function of FMS”

Sosiceni Dumukuro
Fiji Meteorological Service

Summary of the needs-survey

Needs assessment by 9 countries

 4 : very strong

 2 : moderate

 0 : N/A

Needs assessment

 3 : strong

 1 : poor

Cooks Kiribati Nauru Niue Samoa Soloms Tonga Tuvalu Vanuat Score
Basic observation 36

Maintenance 35

Calibration 31

Weather fct 30

Tropical cyclone 31

For shpping 31

Storm surge/Tide 31

Flood 21

Climate monitoring 28

Statistical analysis 32

Outlook/Seasonal fct 32

Downscaling 28

QMS 35

Competency 35

METAR/SPECI 35

TAF 31

Telecommunication 35

Maintenance 33

Programming 27

Web skills 30

AREA

OBS

FCT

CLI

AVI

ICT

A9-1
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Assessment of FMS’s training capacity 
◎ ：almost satisfactory,   ○ : developing

Capacity
Necessity of

strengthening Action needed

Basic Observation ◎ -on

Maintenance ◎ no -

Calibration ◎ yes Continued support from JMA (remote)

Weather ◎ -on

Tropical Cyclone ◎ yes Satellite analysis with SATAID (in JMA)

For shipping ◎ -on

Storm surge/Tide ○ yes Continued support from JMA (remote)

Flood - --

Monitoring - --

Statistic analysis ◎ no -

Seasonal forecast ◎ no -

Downscaling - --

QMS ◎ yes Trainng in FNU or Japan

Competency ◎ -on

METAR/SPECI ◎ -on

TAF ◎ -on

Telecommunication ◎ -on

Maintenance ◎ -on

Programming ○ -on

Web skills ◎ -on

ICT

AREA

OBS

FCT

CLI

AVI

Training areas and availability of trainers
○ ：available,   △ : partially available

FMS Ohers JICA Expt JMA

Basic Observation ○△○

Maintenance ○○

Calibration ○○

Weather △△○

Tropical Cyclone ○△○

For shipping △△○

Storm surge／Tide ○○△

Flood
Monitoring
Statistic analysis ○○○

Seasonal forecast ○△○

Downscaling
QMS △○○

Competency △○

METAR/SPECI ○△○

TAF ○△○

Telecommunication ○○○

Maintenance ○○○

Programming ○○○

Web skills ○○○

AVI

ICT

Fiji Japan

OBS

FCT

CLI

AREA

A9-2
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Priority areas of the Project
Cooks Kiribati Nauru Niue Samoa Soloms Tonga Tuvalu Vanuat Score Priority

Basic observation 36 ◎

Maintenance 35 ◎

Calibration 31 ◎

Weather fct 30 ○

Tropical cyclone 31 ○

For shpping 31 ○

Storm surge/Tide 31 ◎

Flood 21 －

Climate monitoring 28 －

Statistical analysis 32 ○

Outlook/Seasonal fct 32 ○

Downscaling 28 －

QMS 35 ◎

Competency 35 ◎

METAR/SPECI 35 ◎

TAF 31 ○

Telecommunication 35 △

Maintenance 33 △

Programming 27 △

Web skills 30 △

CLI

AVI

ICT

FCT

AREA

OBS

◎ 1st

○ 2nd

△ 3rd

－ N/A

Priority

A9-3
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